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野蒜復興新聞 

野蒜まちづくり計画始動 
各々が抱く、これからの野蒜への想い 

６
月
21
日(

日)

、
第
１
回

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
は
野
蒜
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
役
員
、
支
援

団
体
等
の
関
係
団
体
、
そ
し

て
一
般
公
募
に
よ
り
選
出
さ

れ
た
幅
広
い
世
代
の
方
々
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
蒜

ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
る
野
蒜
を
、

地
区
民
の
皆
さ
ん
で
乗
り
越

え
、
元
気
な
野
蒜
を
目
指
す

た
め
の
計
画
で
す
。 

今
回
は
第
１
回
と
し
て
、

本
計
画
の
策
定
業
務
を
請
け

負
う(

有)

地
域
環
境
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
の
宮
原
博
通
氏
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進

め
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
同
氏
は
、
過
日
３

月
８
日(

日)
に
開
催
さ
れ
た

『
の
・
び
・
る 
ま
ち
づ
く
り

講
演
会(

研
修
会)
』
に
て
講

師
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
野

蒜
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
ご
講
演
を
し
て
頂
い
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。  

本
会
で
は
野
蒜
地
域
の
抱

え
る
課
題
を
整
理
し
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
共
通
認
識
の

持
ち
方
が
重
要
で
あ
る
と

し
、
目
標
設
定
に
向
け
て
、

委
員
の
方
々
よ
り
、
野
蒜
地

域
に
対
す
る
夢
、
希
望
、
願

い
、
期
待
等
を
語
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
若
年
層
を

中
心
と
し
た
人
口
減
少
や
、

高
齢
化
等
の
課
題
へ
対
す
る

策 
野
蒜
ま
ち
づ
く
り
計
画 

策
定
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
ご
案
内 

  

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
検
討
委
員
会
で

は
、
地
区
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
ご
意
見
を
頂
戴

す
る
場
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。
５
年

後
、
10
年
後
、
皆
さ
ま
が
思
い
描
く
未
来
の
野
蒜

の
在
る
べ
き
姿
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！ 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
日(

案) 

第
１
回
：
平
成
27
年
９
月
13
日(

日) 

第
２
回
：
平
成
27
年
11
月
８
日(

日) 
 

※
開
催
時
間
等
の
詳
し
い
日
程
や
、
具
体
的
な

内
容
等
は
決
定
次
第
、
随
時
通
知
い
た
し
ま
す
。 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
っ
て
な
に
？ 

 

も
と
も
と
は
、
「
工
房
」
と
か
「
共
同
作
業
場
」

を
意
味
す
る
も
の
で
、
試
作
品
な
ど
を
創
る
場
の

こ
と
で
す
。
先
生
が
知
識
を
教
え
る
と
か
、
決
定

事
項
を
説
明
す
る
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
参
加

者
で
グ
ル
ー
プ
ご
と
懇
談
を
し
な
が
ら
意
見
を
出

し
合
い
、
方
向
性
を
決
め
る
会
で
す
。 

解
決
策
の
必
要
性
を
訴
え
る
委
員

の
方
も
お
り
ま
し
た
。
９
月
６
日

(

日)

の
第
２
回
野
蒜
ま
ち
づ
く
り

策
定
検
討
委
員
会
で
は
、
今
回
出

さ
れ
た
意
見
を
元
に
、
い
よ
い
よ

ま
ち
づ
く
り
の
構
想
と
整
備
を
具

体
化
し
て
い
き
ま
す
。
野
蒜
ま
ち

づ
く
り
計
画
が
始
動
し
ま
す
。 

▲野蒜地区への想いを語る委員の皆さま 

 

皆
で
楽
し
く
未
来
の

野
蒜
を
考
え
よ
う
！ 

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見(

一
部
抜
粋)

 
 

・
笑
顔
で
挨
拶
が
交
わ
せ
る
野
蒜
。 

 

・
年
齢
関
係
な
く
運
動
を
通
し
た
交
流
。 

 

・
野
蒜
で
空
い
た
土
地
を
活
用
し
た
い
。 

 

・
若
い
人
た
ち
に
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

・
子
ど
も
た
ち
も
巻
き
込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
。 

 

・
高
齢
化
対
策
が
必
要
で
あ
る
。 

 

・
環
境
を
保
全
し
つ
つ
人
口
を
増
や
し
た
い
。 

 

・
六
次
産
業
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た
い
。 

 

・
何
か
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
た
い
。 

 

・
住
民
が
安
心
、
安
全
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
。 

▲コーディネーターを務める宮原博通氏 

 

野蒜まちづくり協議会 

イメージキャラクター 

マッくん 



 

 

 

野 蒜 北 部 丘 陵 振 興 協 議 会二つの専門委員会が設立されました 

６
月
18
日(

木)

、

第
２
回
住
所
表
記
検

討
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
に

て
「
新
し
い
地
名
を

つ
け
る
が
、
『
野
蒜
』

の
地
名
は
残
し
、
字

は
付
け
な
い
」
と
い

う

方

針

が

了

承

さ

れ

、

本

委

員

会

で

は
、
住
所
表
記
の
決

定
手
順
と
、
名
称
募

集
要
項
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
あ
お

い
地
区
で
の
例
を
元

に
、
応
募
資
格
や
応

募

方

法

等

を

検

討

し
、
７
月
中
に
公
募

を
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
。 

 

集
団
移
転
す
る
高
台
の
新
し
い
住

所
表
記
の
名
称
を
７
月
中
に
募
集
し

ま
す
。
応
募
の
対
象
は
、
野
蒜
北
部

丘
陵
地
区
に
移
転
予
定
の
方
、
ま
た

は
現
在
、
野
蒜
か
宮
戸
地
域
に
お
住

い
の
方
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
報
ひ

が
し
ま
つ
し
ま
７
月
15
日
号
に
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
う
え

応
募
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
先
は
こ
ち
ら 

野
蒜
北
部
丘
陵
振
興
協
議
会 

  
(

住
所
表
記
検
討
委
員
会)

事
務
局 

東
松
島
市
移
転
対
策
部 

生
活
再
建
支
援
課
移
転
支
援
班 

担
当
：
齋
藤
、
千
葉 

電
話
：
８
２ - 

１
１
１
１ 

(

内
線
１
４
９
４)  

６
月
12
日(

金)

、
新
た
に
設
立
さ
れ

た
施
設
環
境
検
討
委
員
会
の
第
１
回
目

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
、
副
委

員
長
を
含
む
16
名
か
ら
成
る
本
会
は
、

野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
の
主
要
な
公
共
施

設
等
の
整
備
が
具
体
化
し
て
い
く
中
、

設
計
の
段
階
か
ら
意
見
交
換
を
行
い
、

使
い
や
す
い
施
設
や
、
暮
ら
し
や
す
い

環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
確
認

項
目
を
追
加
検
討
す
る
予
定
で
す
。 

第

２

回

住

所

表

記

検

討

委

員

会 

第

１

回

施

設

環

境

検

討

委

員

会 

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
総
会
で
実
施
方
針
の
承
認

実
施
方
針
の
検
討

募
集
要
綱
の
検
討

名
称
選
考
委
員
の
選
定

名
称
募
集

選
考
案
の
投
票

応
募
結
果
の
選
考

名
称
案
決
定

役
員
会
で
承
認

臨
時
総
会
で
承
認

市
議
会
議
案
資
料
準
備

⇒

市
議
会
議
決

関
係
機
関
へ
の
通
知

引
き
渡
し

第
1
期
宅
地
造
成
完
了

平成27年 平成28年

施
設
環
境
検
討
委
員
会
の
確
認
項
目
案 

・
６
月
～
12
月
頃
： 

公
園
・
集
会
所
等
の
整
備 

(

ト
イ
レ
の
設
置
等)  

・
平
成
27
年
の
中
頃
： 

道
路
の
照
明(

防
犯
灯
等)  

・
８
月
、
10
月
頃(

文
化
庁
協
議
時
期)

： 

街
路
樹
の
設
置
、
樹
種
等 

 

▲第１回施設環境検討委員会のようす 

 

▲第２回住所表記検討委員会のようす 

 

▲住所表記決定手順のスケジュール(案) 

 

東
名
運
河
沿
い
を
歩
い
て
い
る
と
、
綺
麗
に
垂

直
な
石
壁
が
見
ら
れ
る
。
松
島
湾
内
の
島
々
を
形

成
す
る
第
三
期
中
新
統
の
凝
灰
岩
は
石
質
が
均
一

で
、
加
工
が
し
や
す
い
の
で
、
昔
か
ら
カ
マ
ド
石

や
、
石
造
倉
庫
、
石
塀
の
材
料
に
珍
重
さ
れ
て
、

そ
の
需
要
が
徳
川
時
代
か
ら
さ
か
ん
だ
っ
た
。
と

く
に
野
蒜
～
東
名
間
の
山
は
良
質
で
、
こ
れ
が
戦

中
に
軍
需
工
場
や
兵
舎
用
に
大
増
産
を
求
め
ら

れ
、
戦
後
は
戦
後
で
カ
マ
ド
造
り
、
農
協
倉
庫
増

築
ラ
ッ
シ
ュ
、
石
塀
用
と
し
て
空
前
の
需
要
時
代

を
迎
え
た
。
今
風
雨
に
汚
れ
て
放
置
さ
れ
て
い
る

石
切
場
の
垂
直
な
壁
は
そ
の
頃
さ
か
ん
に
切
り
出

さ
れ
た
も
の
で
、
あ
た
り
一
帯
は
野
蒜
石
景
気
で

活
気
を
呈
し
、
昔
は
石
工
職
人
も
多
く
い
て
、
鳴

瀬
地
域
の
大
き
な
産
業
と
し
て
隆
盛
を
極
め
て
い

た
時
代
が
あ
っ
た
が
、
今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の

安
価
な
建
材
に
か
わ
り
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。 (

仙
石
線
物
語
よ
り
一
部
抜
粋) 

▶
石
切
り
出
し
時

に
使
わ
れ
た
階

段
も
見
ら
れ
る 

▶
綺
麗
に
垂
直
な

切
り
出
し
跡 


